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1.  はじめに 
モンゴル語1の《oru-2》は本動詞として使われる場合は、「外から中へ入る、見えると
ころから見えないところに入る」(MongGul kelen-U toli nayiraGulqu duGuyilang 1999: 
435-436)という意味を表すが、補助動詞として使われる場合は、「状態変化」 (Čenggeltei 






2.  補助動詞の定義及び本動詞を区別する方法について 
 Song Byeong Gu (2008)は、動詞を補助動詞とみなす基準について、以下の 6 つの基準
を立てている。1) 補助動詞の非コントロール性、2) 文法的意味を表す、3) 補助動詞を
他の言葉に入れ替えられない、4) 本動詞と補助動詞の間に他の要素を挿入できない、5) 
本動詞と補助動詞の位置を変えられない、6) 本動詞を省略してはいけない。 
本稿では、斯欽格日楽 (2015)に従い、  




とする。なお、《daGari- (攻撃する) 》、《bayildu- (戦う) 》、《cOmUre- (攻撃する) 》、
《tUrimekeyile- (侵略する) 》のような方向動詞4、あるいは《gUyU- (走る)》、《alqu- (歩





3 この用語は、フフバートル・松川節・栗林均 (1997) に従う。単純副動詞接尾辞には、
《-ju/-jü/-cu/-cü》、《-Gad/-ged》、《-n》がある。それぞれの異形態は、語幹末音と母音調和による異





















(1) tere  kOmUn   keleg-seger   bayi-ju          qariya-Gad   oru-Gad      ire-jei. 
あの 人            言う-VN        いる-CVB     罵る-CVB    oru-CVB      来る-PAST 
(あの人がしゃべっていて、罵りはじめた。)         (Čenggeltei 1999: 315) 
 







(2) tere  angGi-yin         ger-tU          alqu-Gad     oru-ba. 
彼     クラス-GEN     部屋-DAT   歩く-CVB   oru-PAST 
(彼が教室に歩いて入った。)                                                          ( 包聯群 2006: 194) 
 
(3) basa  la      qariya-Gad      oru-jai. 
また FP      罵る-CVB    oru-PAST 
(また罵りはじめた。)                                                                              ( 包聯群 2006: 194) 
 
(4) basa  la     qariya-Gad       ekile-jei. 
また  FP      罵る-CVB     始める-PAST 
(また罵りはじめた。)                                                                                   ( 包聯群 2006: 194) 
 
                                                                                                                                                           
は、「攻める、銃撃する、攻撃する、かぶさる」について、空間的移動の意味を含意しやすい方向動
詞としている。本稿では、バドマ (2012)に倣い、これらの動詞を「方向動詞」とする。 
5 上野誠司 (2007: 98)では、歩く、走るなどを「様態移動動詞」としている。 
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 例文  (2)は本動詞として使われ、例文  (3)は補助動詞として使われていると述べている。
また例文  (4)を提示し、例文  (3)と同じような意味を表すため、補助動詞《oru-》が、こ
こでは、動作の開始を表し、始動アスペクトの意味を表していると述べている。 
 
4.  研究方法 
内モンゴル大学で構築された電子コーパス“100 tümen üge-tei odu üy_e-yin mongGul kele 
bicig-Un deyita kömUrge (100 万語現代モンゴル語書き言葉コーパス (以下、MC1006とす










5.  考察 
 ここでは、補助動詞《oru-》が表す意味が本動詞と密接な関係があると仮定し、動詞
分類を行う。分類は、工藤真由美 (1995: 73-78) に倣い、動詞を 1) 外的運動動詞、1-1) 主
体動作動詞 (非内的限界動詞)、1-2) 主体動作・客体変化動詞 (内的限界動詞)、 1-3) 主









                                                     
6 この MC100 には、小中学校、高校で使われているモンゴル語教科書の全内容、文学作品、新聞記事
等があり、年代的には、すべて 1949 年以降のものである。MC100 からの例文を (MC100: n (行数))の
ように示す。 
7 この場合は、本動詞の意味で使われるため、本研究では、対象外とする。 
8 筆者は 1974 年バーリン出身の女性で、バーリン方言の話者である。 
9 バーリン方言 2 人、ホルチン方言 1 人、チャハル方言 1 人。 
10 「内蒙古語の口語方言は、西部方言、東北部方言、中部方言の 3 つに大別される」 (栗林均: 1989)
が、今回は中部方言と言われている以下の方言の方々を調査対象とした。バーリン出身 (バーリン方
言 5人)、ジュリム盟出身 (ホルチン方言 4人)、ジュリム盟出身 (ハラチン方言 3人)、イクジョー盟出
身 (オルドス方言 3人)、アラシャン盟出身 (アラシャン方言 3人)、シリンゴル盟出身 (チャハル方言 4
人)。シリンゴル盟出身 (ハルハ方言 3 人)の方々を対象とした。ちなみに、全員大卒である。 
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表 1: 本動詞が主体変化動詞の場合の語幹及び現れた例文の回数 
順番 本動詞が主体変化動詞の場合の語幹 例文数 
1 nebtere- (浸透する) 2 
2 Garda- (手を付ける) 2 
3 gUnjegeyire- (深まる) 1 
4 nebci- (浸透する) 1 
5 unta- (寝る) 1 
合計  7 
 
 表 1を見てみると、全て限界動詞で、《Garda- (手を付ける)》、《unta- (寝る)》以外は、
無意志動詞である。 
 
(5) bodatu   bayidal-aca  Garda-n                  oru-ju,      bayicaGan sudululta  ki-jU... (省略) 
実際      状態-ABL    手をつける-CVB oru-CVB    研究                         する-CVB 
(実態から手を付けはじめ、研究し... (省略))              







(6) bodatu bayidal-aca  Garda-n                  ekile-jU,            bayicaGan sudululta  ki-jU... (後略)
 実際    状態-ABL   手をつける-CVB はじめる-CVB 研究                       する-CVB 
 (実態から手を付けはじめ、研究し... (後略))                  
 
例文  (5)の場合は、《oru-》の本動詞が持つ移動の意味の影響によって、方向性的意味







(7) qobisqal-cid-un  bOkU    niGuca-du     nebtere-n    oru-qu   bolulcaG_a  ol-ju 
革命-PL-GEN       全て     秘密-DAT     貫く-CVB  oru-VN  可能性        見つける-CVB 
                                                     
11 籾山洋介 (1995)を参照。 
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       ab-u-n_a           gesen    kereg. 
    取る-E-PRS     という  こと 
 (革命家達の秘密を貫いていく可能性を見つけ出すということだ。) (MC100: 57677) 
 
(8) nama-yi  sulala-Gda-Gsan-u               daraG_a  qobisqal-un  ajil-du          ulam        
私-ACC    開放する-pass-VN-GEN     後            革命-GEN     仕事-DAT    もっと     
gUnjegeyire-n       oru-Gsan-i           eji    mini         mede-ged... (後略) 
深化する-CVB   oru-VN-ACC      母     1POSS      知る-CVB                                                  
        (開放された後、私が革命の仕事をもっと深めていったことを母が知って... (後略))  
                                                                                                                                        (MC100: 14671) 
 








(9) ČilaGu kUU  unta-ju      oru-qu  Ugei   jaGui  cu  urba-ju                 kOrbe-l_e. 
チラゴ 息子 寝る-CVB oru-VN NEG よく   FP  寝返りする-CVB  寝返りする-PAST 
  (息子のチラゴは、眠れず、よく寝返りを打った。)        (MC100: 98409) 
 






(10) ČilaGu kUU   unta-ju      deyi-kU/*cida-qu             Ugei  jaGui cu  urba-ju                  
チラゴ 息子 寝る-CVB できる-VN/できる-VN NEG よく FP  寝返りする-CVB 
kOrbe-l_e. 
寝返りする-PAST        (息子のチラゴは、眠れず、よく寝返りを打った。)  
 
                                                     
12 「寝る」という動作は、一見方向性がないように思われるが、深い眠りに入っていくというイメー
ジができるので、方向性がある動詞であると判断する。 
13 奥田靖雄 (1986) に従い、可能表現を「能力可能」、「条件可能」と大きく二つに分ける。 









表 2: 本動詞が主体動作動詞の場合の語幹及び現れた例文の回数 
順番 本動詞が主体動作動詞の場合の語幹 例文数 
1 ide- (食べる) 2 
合計  2 
  
 表 2を見てみると、意志動詞で非限界動詞である。 
 
(11) bi    basa     ide-ged               oru-qu     Ugei           bol-jai. 
私    また     食べる-CVB     oru-VN        NEG          なる-PAST 
(私は、また食べられなくなった。)                 (MC100: 77514)    
         
例文  (11)は、否定表現と共起し、話し手自身が満腹になったため、もう食べられな
いという「条件可能」の意味を表している。病気、あるいは気持ちがよくない時にも
《idejU oruqu Ugei (食べられない)》と言える。上記  (11)のような場合は、補助動詞




(12) bi   basa   ide-jU                deyil-kU         Ugei  bol-jai. 
私   また   食べる-CVB    できる-VN       NEG    なる-PAST 
(私は、また食べられなくなった。)     
                     
上記の例文は、《ide-jU oru-qu Ugei (食べられない)》と同じく、満腹である時、病気で
ある時、気持ちがよくない時に食べられないという「条件可能」の意味を表す。満腹であ
る時、あるいは、気持ちがよくない時は、補助動詞《cida-》と置き換えることができない
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(13) Bi   kUl  ObUdU-ged           alqu-ju          deyil-kU/        cida-qu /        * oru-qu          Ugei. 
私    足    痛くなる-CVB  歩く-CVB   できる-VN /   できる-VN/     oru-VN         NEG     
  (幼い子供は、ご飯を食べられない。) 
 
(14) nilq_a   kOuked budaG_a  ide-jU              deyil-kU/        cida-qu  /        * oru-qu          Ugei. 









コーパスから実例が見つからなかったが、《cegejile-jU oru-qu Ugei (覚えられない)》、
















表 3: 補助動詞《oru-》が表す意味とコーパスから見つかった例文数 (動作主を( )で示す) 
意味  条件 主体変化動詞 主体動作動詞 共起する名詞 合計 
  意志動詞 無意志動詞 意志動詞 無意志動詞    
程度進行 0 4 (人間) 0 0 与位格名詞  4 
開始 2 (人間) 0 0 0 奪格名詞  2  
可能 1 (人間) 0 2 (人間) 0   3  
斯欽格日楽 
 






















表 4: アンケート内容 
意
味 

















1 nebtere- (浸透する) 2 ○ ○ ○ ○ ○ △ △ 
2 gUnjegeyire- (深まる) 1 ○ ○ ○ ○ ○ △ △ 
3 nebci- (浸透する) 1 ○ ○ ○ ○ ○ △ × 
開始 4 Garda- (着手する) 2 ○ ○ ○ × ○ × × 
可能 
5 ide- (食べる) 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 
6 unta- (寝る) 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 
その 
他 
7 qariya- (罵る) 1 ○ ○ ○ ○ × × × 
8 iniye- (笑う) 1 ○ △ △ ○ × × × 
 











4) 先行研究で挙げられている例文 (15)、 (16) (表 4の 7に当たる)及び、及び筆者が作例









(15) tere kOmUn    keleg-seker   bayi-ju          qariya-Gad  oru-gad     ire-jei. 
あの人            言う-VN        いる-CVB     罵る-CVB  oru-CVB      来る-PAST 
(あの人がしゃべっていて、罵りはじめた。)       
          (Čenggeltei 1999: 315)   
 
(16) basa   la       qariya-Gad      oru-jai. 
また  FP      罵る-CVB     oru-PAST 
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(17) tere       sayiqan          aGurla-ju      bayi-Gsan-aca-ban       iniye-ged     oru-l_a. 












































_      語末分かち書き母音 
-       形態素境界   
+          融合形  
1     first person 一人称 
2      second person 二人称 
3     third person 三人称  
ABL   ablative 奪格 
ACC   accusative 対格 
CVB   converb 副動詞 
DAT   dative locative 与位格 
E      epenthesis 挿入音 
FP     focus particle 焦点化小辞 
GEN      genitive 属格  
  INS           instrumental 道具格 
MP        modal particle 
       モダリティー小辞 
MOM     momentaneous 瞬間相 
NEG     negative 否定 
PAST    past tense 過去 
PL       plural 複数 
POSS    possessive 人称所属 
PRS     present 現在 
QP      question particle 疑問小辞 
REFL     reflexive possessive 再帰所属 
VN       verbal nominal 形動詞語尾 
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In this paper, I have clarified that the Auxiliary verb oru- has several meanings, i.e. 
‘degree progressive’, ‘inchoative’, ‘potential’ and ‘state changing’, through the 
analysis of data. In addition, I have found that, in the case of the ‘degree progressive’ 
meaning, the stem of the main verb is either adverbs or adjectives of degree; in the 
case of ‘potential’, the main verb is one expressing an action which is inherent in 
human and denotes an movement into somewhere. 
The difference between the auxiliary verb expressing inchoative meanings in 
Mongolian ekile- and oru- is, like that between inchoative expressions kāishǐ and 
qǐlái in Mandarin Chinese, whether one focuses on the initiating point of an action or 
on one aspect of the process. 
The difference between the auxiliary verb expressing potential meanings in 
Mongolian deyil-, cida- and oru- is as follows: oru- expresses only conditional 
possibility; deyil- and cida- express not only a conditional possibility but also an 
ability. However, the use of the auxiliary cida- is more limited than deyil-, according 
to the situation. 
In the point of view whether the auxiliary oru- can co-occur with a noun of 
dative-locative or directional or not, it is considered as follows: its meaning of inner 
movement was extended, oru- has got meanings of ‘degree progressive’ and 
‘inchoative’, and then, being more grammaticalised, it has developed its meaning of 
‘potential’. Such an extension of meaning is observed cross-linguistically, but a 
diachronic study seems to be needed to prove this historical process. 
Through a questionnaire, I have also found that each speaker of Mongolian uses 
the auxiliary oru- quite differently. Most of them say that this is because of the 
written language and Mandarin Chinese. To prove their opinion, the fieldwork will 
be needed, and if this auxiliary has been affected by Mandarin Chinese, a research of 
geographic feature will also be needed.
